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向を示した｡ Nechtscheinらは ｢ソリトンのトラッピング｣というモデルを考え, ESR･
NMR両者の実験結果を解析した｡そこで彼らのモデルをこの物質に応用してみたところ,イ
オン性相で一次元的に高速で拡散運動しているソリトンの存在を支持する結果を得ることがで
きた｡ソリトンのひろがりはほぼ一分子程度と考えられ, トラップされたソリトンとの超微細
接触相互作用で線幅は決まっている｡また,イオン性相のTTlは,三種類の異なるスピンー
mobilsoliton,trappedsoliton,localizedspin - が影響を持っていることがわかった｡
そのソリトンの拡散係数 :Dは絶対値として1013～14rad/sの値を持ち,低温で温度にほぼ比
例する(D∝Ta,α～1.2)O
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